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チームビューワー、AR による 2D・3D 作成機能を TeamViewer Frontline に搭載 

AR ソリューションでワークフローをシームレスにつなぎ産業のデジタル化を促進 
 
【2022 年 1 月 20 日】 リモート接続ソリューションのグローバルリーダーである TeamViewer（以下、チームビュー

ワー）は、産業用拡張現実（AR）ソリューションの最新バージョンである『TeamViewer Frontline 4.0（チームビュー

ワー フロントライン 4.0）』をリリースしたことをお知らせいたします。本バージョンは、新たに 2D および 3D による

AR ワークフローの作成を可能にする機能を兼ね備えています。 
 
『TeamViewer Frontline』はリアルタイム情報やあらかじめ定義されたワークフローをウェアラブル端末やスマート

フォンを通じて直接視界に表示させることができるエンタープライズ AR プラットフォームソリューションです。あらゆ

る IT インフラやビジネス環境に導入することが可能で、オーダーピッキング、組み立て、品質保証、保守・点検、ト

レーニング、リモートアシスタンスなど、すぐに導入可能なソリューションを備えており、各企業の個別のニーズに合

わせて高度にカスタマイズすることができます。 
 
最新バージョンでは、昨年 5 月に買収した Viscopic（ビスコピック）のインタラクティブ 3D ホログラムと複合現実

（MR：Mixed Reality）のエンタープライズ・ソリューションが統合され、顧客企業のデジタル変革のシナリオに応じ

て、シンプルな AR アノテーションから 2D、3D オーバーレイ、高度な MR 機能まで、あらゆる機能を活用すること

が可能になりました。また、OCR 機能と AR マーカー*も新たに利用できます。さらに、Upskill との機能統合によっ

て、スマートフォン用のネイティブ・アプリを作成することが可能になり、独自の機能制御ができるようになりました。

『TeamViewer Frontline』はノーコードとローコードの両アプローチも提供しており、ワークフローの作成には AR の

専門知識やコーディングの知識が必要ないため、非 IT ワーカーが日々の業務でソフトウェアを生産的に使用し、

プロセスにすぐに価値を付加することができます。 
 
*iOS クライアントのみ 
 
チームビューワーは、2020 年以降、Ubimax や Upskill を買収しそれらのテクノロジーを『TeamViewer Frontline』
に統合することで、AR によるワークフローソリューションの開発に注力しています。この包括的なアプローチによっ

て AR ソリューションを提供しながら世界の産業ワークフローのデジタル化を支援しており、この度、情報通信技術

関連市場を専門とする調査会社である ABI Research により、エンタープライズ AR ソリューションにおいて欧州で

業界最大手と評価されました。 
 
ABI Research のリサーチディレクターであるエリック・アブルゼス（Eric Abbruzzese）は次のように述べています。

「チームビューワーは企業買収などを経てこれまでにないスピードで製品を開発し AR 分野に参入しました。

『TeamViewer Frontline』の実装能力は、拡張性が高く、顧客の Time-to-value は驚くほど短いものでした。現在、

同ソリューションはクラス最高のデバイスサポート、戦略パートナーシップ、大規模な顧客ベースを備えた、最も包

括的なエンタープライズ AR プラットフォームに成長し、市場をけん引するリーディング・カンパニーの座を獲得して

います」。 
 
チームビューワーの CPO であるヘンドリック・ウィット（Hendrik Witt）は次のように述べています。「今までの製品

開発と AR 分野での企業買収を経て築き上げた技術とノウハウの詰まった『TeamViewer Frontline 4.0』を発表で

きたことを嬉しく思います。また、この度 ABI Research によって AR 分野におけるリーディング・カンパニーと評価

されたことは、当社の戦略的 M&A の成功を証明するかたちとなりました。SAP や Google Cloud との強力なパー

https://www.teamviewer.com/ja/?utm_id=11717483457
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トナーシップを活用しながら、あらゆる業界やバリューチェーン全体で作業現場のデジタル化をより効果的に推進

するために、幅広いユースケースに対応した最も包括的な AR ソリューションプラットフォームを顧客に提供できる

ようになったことも大きな前進といえます」。 
 

### 
 
 
TeamViewer （チームビューワー）について 
チームビューワーはリモート接続プラットフォームのグローバルリーダーとして、デジタル化を推進するあらゆる規模の企

業を支援しています。リモート接続ソリューションである『TeamViewer』は、PC、モバイル端末、工場の機械やロボットな

どのデバイスと人、そして場所や時間を問わず世界のユーザーとの接続を可能にし、セキュリティの高いリモートアクセ

ス、サポート、コントロール、コラボレーション機能がいかなるオンライン上のエンドポイントでも利用可能です。個人向け

には無償で提供しており、現在の登録者は 60 万人。法人は中小企業から大企業まで多様な業種で利用されています。

チームビューワーはデバイスの分散化、自動化、ニューノーマルといった環境の変化に柔軟に対応しながら AR、IoT、AI
の分野での DX やイノベーションを主導しています。会社設立以来、『TeamViewer』がダウンロードされているデバイス

は現在 25 億台に達しています。 

会社設立は 2005 年。本社はドイツのゲッピンゲン、従業員は全世界で約 1,500 名。2020 年度の売上は約 4 億 6,000
万ユーロ。TeamViewer AG（TMV）はフランクフルト証券取引所に上場しており、MADAX 株式指数構成銘柄となってい

ます。TeamViewer ジャパン株式会社は TeamViewer の日本法人として 2018 年に設立されました。日本法人のウェブ

サイトは https://www.teamviewer.com/ja/ 
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